
は じ め に

６年生女子と話をしていたときのことです。
｢A先生よりB先生のクラスになりたかったな～。小学校最後の年

なのに……」
自分の担任の先生について、不満を漏らすことへの指導はいった

ん脇に置き、私はその子に「どうしてそう思うの？」と率直な思い
を聞くことにしました。「A先生はみんなの年に近いし、おもしろ
いじゃん」と、A先生のフォローをしつつ、その子の思いをさらに
引き出してみました。
｢だって、話を聞いてくれないんだもん」
この言葉を聞いた瞬間、私は自分自身の過去の苦い経験を思い出

しました。まだ採用されて間もない頃、私自身も次のように言われ
たことがあったのです。
｢丸岡先生は、私たちの話を聞いてくれない」
その当時、私自身は学級づくりも授業づくりも、子どもたちとの

信頼づくりも、今よりもずっと下手くそで、毎日、教室でもがき続
ける日々を送っていました。「どうしたらうまく学級づくりができ
るだろう」「どうしたらうまく授業ができるようになるだろう」「ど
うしたら子どもたちとの信頼関係をつくることができるだろう」。
そんな苦悩を抱える毎日だったのです。
そして、独りよがりに、「私自身が、子どもたちに何かをあたえ

ることで解決するのではないか」と、ずっと思い込んでいました。
また、上手に教えることができるようになれば、子どもたちにおも
しろい話をすることができるようになれば、子どもたちとの信頼関
係をさらに良くすることができると信じていました。
しかし、そうではなかったのです。前述の女子がそうではないこ

とをはっきりと教えてくれました。子どもたちは、
｢もっと私たちの話を聞いてほしい」
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｢もっと私たちの言葉を大切にしてほしい」
という思いを抱いているということです。つまり、「もっと私たち
を信じてほしい」「もっと私たちを大切にしてほしい」というメッ
セージであったのだと私はとらえています。
では、そのようなことを意識するだけで「子どもたちの言葉を大

切に聞くことができるようになるのか」というと、そんな簡単なこ
とではありません。やはり、教師である私たちがもつべき専門的な
スキルや理論が必要になってくるのです。思いはもちろん大切です
が、思いとそれらが重なってはじめて子どもたちの声を聞くことが
できるようになるのです。
そこで、本書です。私が独自に学んできた実践心理学やコーチン

グといったスキル、さらには道徳を専門的に学ぶ上で出会った知識
や理論と、現場で培ってきたものをふんだんに活かして記させてい
ただきました。
どのスキルも理論も、子どもたちの声を教師として「聞く」ため

に不可欠なものばかりです。高学年の子どもたちと確かな信頼関係
をつくるためにも、「聞く」ことのスキルアップは欠かせません。
ぜひ、本書の「聞く」スキルを教室で実践してみてください。じ

わりじわりと効果が表れ、これまでとは違った確かな手ごたえを感
じることができるでしょう。

丸 岡 慎 弥　　
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高学年学級をまとめるには、いろいろな仕掛けが欠かせません。
しかし、忘れてはならないのが「聞く」が土台となることです。

高学年の学級づくりは
｢聞く」が基本

｢良い先生」とは

　高学年の子どもたちは、どの子も、小学校に入学してから何人かの教
師に「担任」として出会ってきています。そして、これまでの担任教師を
振り返り、「○○先生は～～だった」「□□先生は～～だった」と、その子
なりの印象や思いを抱いてきているものです。
　そうした子どもたちは、出会ってきた教師の何を見ているのでしょう
か。何をもって「良い先生」「良くない先生」を振り分けているのでしょ
うか。高学年の担任になったら、まずはその点に思いを馳せなければな
りません。

｢話を聞いてくれない」と嘆く子どもたち

　これまで学校現場で長く働き続けてきた私自身の経験においても、子
どもたちが教師に不満をもつ一番の要因が、「話を聞いてくれない」とい
うことです。もちろん、具体的に突き詰めていけば個々の問題が起因し
ていることもありますが、総じて教師と子どもたちがうまくいかなくな
るときには、決まって上記のフレーズを耳にします。
　それほど「聞く」は、高学年の子どもたちと1年を過ごす上で重要な
キーワードになるのです。
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口は１つ、耳は２つ

　人はつい、自分の話をしたくなってしまうものです。ましてや、教師
という仕事となれば、こちらから子どもたちに教え、伝え、話す機会が
多くなります。
　｢口は1つ、耳は２つ、だからこそ、人の話は２倍聞かなければいけ
ない」と言われるように、教師自身が、子どもたちの話に耳を傾けるこ
とをより一層意識しなければなりません。高学年の子どもたちは、たく
さんの可能性と深い思考をもっています。その力を引き出すためには、
教師の  「聞く」  が基本となるのです。

｢聞いてばかりで大丈夫かな……」と不安に思うこともあるでしょう
が、高学年の子どもたちは教師の聞く姿勢で自発的に語り出します。

ここが POINT

ADV I CE !
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｢話してくれてありがとう！｣

うわべだけの感謝は絶対にいけません。子どもに見抜かれるだけではなく、
「先生なんて信用できない」とクラスの子どもたちからの信頼はガタ落ちで
す。

N G  !

聞き方の例
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高学年の子どもたちにとって、話すことは、ときにしんどいこ
ともあるかもしれません。だからこそ、感謝を伝えましょう。

｢話してくれてありがとう！」
と必ず感謝を伝える

072

発達段階を考慮

　高学年の子どもたちが教師に胸の内を話してくれることを当たり前と
思ってはいけません。低・中学年においては、自分ごとが当たり前だと
思っていた子どもたちも、発達に伴って周囲との比較ができるように
なってきます。もしかすると、その過程で、「自分なんて……」と劣等感
を抱いてしまっていることもあるのです。そうしたことを想像しながら、
子どもたちの貴重な声を聞くようにしていきましょう。

心からのリスペクトを

　だからこそ、「話してくれてありがとう」「声を聞かせてくれてありが
とう」という感謝の思いが自然に湧き起こるものですし、実際に、その
思いを子どもたちに伝えることが大切なのです。もちろん、表面的な感
謝では子どもたちにはすぐに見抜かれてしまいます。
　心から子どもたちに感謝の思いを伝えてください。それが、相手への
リスペクトにつながるのです。

話の終わり方も丁寧に

　話の締め方としても、感謝を伝えることは有効な一手です。話の終わ
りにどのような言葉をかけるかによって、子どもたちが話した後の感触
も随分変わってくるからです。感謝の言葉を伝えることによって、子ど
もたちも「話してよかった」と思えることでしょう。
　そうした感触を子どもたちが得られることが、「また先生に話そう」と
いう気持ちを抱かせ、絆も深まります。いつも、丁寧な話の終わり方を
心がけたいものです。

もちろん、話す前にも話している途中にも感謝を伝えて構いません。
感謝を伝えることでより良い雰囲気が生まれます。
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子どもの話を聞くのは、休み時間だけではありません。普段の
授業でも丁寧に声を聞くことで、より良い授業を生み出せます。

｢聞く｣で
授業を組み立てる

子どもの声で授業づくりを

　授業中、よく聞こえるのは、子どもたちの声ですか。それとも、教師
の声ですか。もしも、授業の始まりから終わりまで、ずっと教師の声ば
かりであるならば、子どもたちの主体的な学びが実現できているとは言
えないでしょう。授業で力をつけるべきなのは子どもたちであり、子ど
もたちが主体的に学びをつくっていくことが授業の必須条件なのです。
　そのためには、まず、授業で子どもたちの声を引き出すための仕掛け
づくりに教師が力を尽くすことが重要です。

教材との出会いの声を大切に

　では、授業の中で子どもたちの声を引き出し、活かしていくには、ど
うすればいいのでしょうか。それは、教材と子どもの「出会いの声」を表
出させるということです。
　どんな教科であれ、教科書を含めた教材が授業では活用されています。
だからこそ、授業が、「教材との出会い」によって生まれてくる子どもた
ちの最初の声を表出させないまま流れていっては、それは非常にもった
いないことなのです。
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チャンクダウンとスライドアウトを活用する

　教材と出会ったときの最初の子どもの声を表出させたり、子どもの声
を活かして学習を深めたりするには、どうしても教師の授業スキルが必
要となります。なかでも、もっとも活用することになるのがチャンクダ
ウン（P.50～ 51）とスライドアウト（P.52～ 53）です。
　この2つを教師が授業の中で効果的に駆使することで、これまでの授
業では実現できなかった、子どもたちの声を活かした深い学びへとレベ
ルアップさせていくことができます。

子どもたちの声を活かすためには、教師が教材をどのように読んでい
るかが重要です。教師自身が教材と深く向き合うことです。

ここが POINT
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